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論文内窓要旨
 1序論
 ヤナギは種類によって,材表面がおおむね平滑なものと,縦に細長い隆起をもったものとがある。
 この隆起は隆起線とよばれており,日本産ヤナギでは16の種および雑種にその存在が確認され
 ている。隆起線の分類学的,形態学的研究はCamus(1904),Go!-z(1922),Toepffer
 (1925)SteckieZyborsld(1926-27)などのヨー・ッパの学者によって行われてい
 る。本研究は日本産ヤナギの隆起線の形態学的,解剖学的研究で,これを前記の研究と対比しつつ
 隆起線の本性を明らかにすることを目的としたものである。
互観察
 (1)材料と方法
 本研究に用いた材料はパッコヤナギ(SalixBakkoKimura)キツネヤナギ
 (S,vulpinaAndersson),オオキツネヤナギ(S.futuraSeemen)ツガルヤナ
 ギ(S.xtsugaluensisKoidzumi)フリソデヤナギ(S,xieucopithecia
 Kimura)および隆起線をもたないネコヤナギ(S.graciiistyiaMiq.)オノェヤ
 ナギ(S.sachaiinensisFr.Schm.)イヌコリヤナギ(S。integraThunb.)
 を用いた。またオオバヤナギ(ToisusuUrbaniana(Seemen)Kimura)ケショ
 ウヤナギ(Choseniaarbutifolia(Pali.)A・Skvortz.)をもあわせて観察に用いた。
 顕微鏡標本の作製には,枝をFAA液で固定し,滑式ミク・トームで切片をつくり,サフラニ
 ンとファストグリーンで染色した。
 (2)形態と数量
 隆起線は5月下旬から6月上旬にかけて形成が始まり,枝の伸長とともに形成が漸次上方に
 も及び,既成のものはその大きさを増加する。隆起線は細長い紡錘形又は線形で,両端が細ま
 り,中央に稜線がある。横断面上の形はピラミッド形又は三角形である。形について,その種
 に特有な形状を規定することは困難であるが,バッコヤナギには上面が平らで稜線がなく,横
 断面が梯形のものがみられることがあり,ヨー・ッパ産のヤナギについて,このような形の隆
 起線はしられていない。材表面の隆起線数はヤナギの種類により,また同種内の個体により,
 さらに同一個体でも枝により大きな差がある。また数は樹令とともに増加する傾向がある。隆
 起線は1つ1つが分離して形成されるのが普通であるが,大小さまざまの隆起線が一部に密集
 していることがあり,特にバッコヤナギに多くみられる。
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 (3)発生位置
 隆起線の発生位置は,節間部(internode)のものと,節部(node)のものとに分げら
 れる。これを解剖学的にみると,前者は第一期木部の真正面,又はやや斜めに向い合っており,
 後者は葉隙および枝隙の上の隣り合った2つの第一期木部の間に向いあっている。第一期木部
 の真正面に向い合うものと,第一期木部間に向いあうものとは,これまでに知られていなかっ
 たものである。発生位置について違いのある隆起線も,その形状や大きさについては区別する
 ことは不可能である。
 (4)組織
 隆起線の木材組織学的研究はこれまでに行なわれていなかったが筆者の観察では,隆起線を
 構成する木部要素の種類,配列は他の部分のそれと変化がない。しかし道管はその直径が小さ
 くなる傾向がみられた。
 (5)不定根との関係
 隆起線の形成と平行して,それに接する第二期師部の中に特殊な柔組織が形成され,その一
 部がのちに不定根の原基に発達する。これは今回初めて明らかになった事実である。ヤナギの
 第二期師部は他の双子葉木本植物のそれと同じ要素で構成されているが,隆起線に接した部分
 には,典型的な第二期師部が形成されず,それに代って,形成層から作り出される小型で扁
 平な細胞から構成される柔組織が完成する。これを構成する細胞は細胞質に富み,大きな核を
 もち,分裂組織的特徴をもっている。この柔組織は新枝の最初の成育期の終りにはその形成を
 完了し,その後はほとんど成長しない。バッコヤナギ,キツネヤナギ,オオキツネヤナギでは,
 この柔組織は,枝が木についたままの状態では不定根原基に発達することは,ほとんどないが,
 ツガルヤナギ,フリソデヤナギでは,夏の終り頃から,その内部に再び細胞分裂が起り,さら
 に柔組織に含まれている師部放射組織にも細胞分裂が起り,不定根原基が形成されるが,これ
 は枝が樹上にあるままの状態では不定根にまで発達することは稀であるが,枝を水に挿すとす
 みやかに不定根へと発達する。不定根の先端が枝の表面に達する頃には,不定根内に分化した
 第二期木部は枝の第二期木部と,隆起線のところで連結する。隆起線をもたないネコヤナギ等
 は不定根の発生が容易であるのに対し,バソコヤナギなどの隆起線をもつヤナギではそれが極
 めて困難である。さらに隆起線をもたないネコヤナギと隆起線をもつバッコヤナギの雑種であ
 るフリソデヤナギ,および隆起線をもたないイヌコリヤナギと隆起線をもつキツネヤナギの雑
 種であるツガルヤナギでは,不定根の発生が比較的容易であるという事実は,隆起線の存在が
 不定根形成になんらかの影響を与えているものと考えられる。
 (6)樹皮との関連
 隆起線は材表面の突起であるから,その外方の樹皮もその影響で外方に突出することが予想
 されるが,それとは反対に内方に沈下し,細長く,底が平らな溝を形成する。この広平溝は隆
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r 起線の発達に伴って著しくなる。底平滝の成因については従来,隆起線の外方に機械組織(じ
 ん皮繊維)ができないためとされていたが,真の成因はじん皮繊維を含めた正常な第二期師部
 の欠失であることを確認した。隆起線の外方には前述の通り,典型的な第二期師部の代りに,
 特殊な柔組織が形成される。この柔組織は新枝において形成が完了し,その後の成長がほとん
 どない。これに対し,その他の部分の第二期師部は年年肥大成長をするため隆起線外方の第二
 期組織の量が他の部分より少くなる。このことが樹皮表面に溝が形成される原因である。
 (7)隆起線類似小突起
 隆起線を持たないヤナギの材表面,特に節部のまわりに隆起線類似小突起がある。この小突
 起については従来,不定芽の形成に関係があること,およびその上に小さな突点のあること
 が隆起線と異る点であるとされていたが,筆者はこの2点とも確認できなかった。然しこの小
 突起の発生位置について,およびこれが,不定根発生に密接な関係のあるものであることを今
 回初めて明らかにし得た。隆起線類似小突起は発生位置からみて3つに分けられる。(D節部
 の側葉隙の上にでるもの(H)節部の枝隙の直上にでるもの佃)葉隙,枝隙から離れ節間部
 にでるものの3通りである。これらを第一期木部との相対的な位置からみると(1)と(丑)の隆起線
 は2つの隣り合った第一期木部の間に位置し,(田)の隆起線は第一期木部に向い合っている。ま
 た稀ではあるが節聞部に2つの隣り合った第一期木部の間に位置するもの,すなわち(1)と⑪を
 枝隙および葉隙に関係あるもの,(皿)をこれらとは関係のないものと区別すれば,これは両者の
 中間型を示すものといえる。(5)でのべたように,隆起線に接する第二期師部の中に将来,不定
 根の原基に発達する特殊な柔粗織が形成される。これと同じ形成過程がネコヤナギ等の隆起線
 をもたない種にもみられる。すなわち,前記の(1)(H畑)の発生位置に相当する部分では,形成層
 は正常な師部要素を作らず,それに代って,小型で細胞質にとみ,やや扁平な細胞を作り出し,
 成育期の終り近くには,これらの細胞で構成された柔組織が完成する。この柔組織がのちに不
 定根の原基に発達していくが,その過程は隆起線の外方に不定根原基が形成される場合と同じ
 である。この柔組織の形成に伴って,それに接する第二期木部に変化が起る。すなわち,この
 部分の形成層は他の部分よりも多くの木部要素をつくるため木部表面に突起ができる。これが
 隆起線類似小突起である。この小突起を構成する木部要素の種類や配列は他の部分と変りがな
 いが,細胞の大きさは小さくなる傾向がある。不定根原基が不定根に発達する経過は前述の隆
 起線に接して不定根が形成される場合と同じである。隆起線類似小突起を隆起線と比較すると
 次のようになる。
 ㈲類似点
 発生位置は両者ともに,節部では側葉隙および枝隙の上の,2つの隣り合った第一期木部の
 間の部分に相対し,節間部では第一期木部に向い合っている。また両者共に枝に形成され不
 定根と密接な関係のある組織である。すなわち両者の外方に形成される柔組織が原基となる。
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 ヤナギ科の中のオオバヤナギおよび,ケショウヤナギでは不定根の形成が稀であるが,これ
 らでは隆起線類似小突起も柔組織も極めて稀にしか存在しないことは,この小突起が不定根
 形成に密接な関係を持つものであることを推定させる。
 (b)相違点
 隆起線は枝の年令とともに大きさを増すが,隆起線類似小突起は新枝に形成されて以後の
 成長がほとんどないため,両者間には大きさに著しい差がある。隆起線は節部,節間部の両
 方に形成されるが,隆起線類似小突起は形成がほとんど節部に限られているため,両者間に
 は数においても大きな差がある。
 以上のように両者間には類似点,相違点があるが,発生位置に共通点のあること,不定根の形
 成と関係のある組織であること,大きさと数において違いはあっても形状が似ていることなどを
 考えると両者は相同な組織であると結論される。
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」
「 論文審査の結果の要旨
 小倉英男提出の論文は邦産ヤナギ属の主として4種,2雑種について材表面に形成される隆起線
 の組織発生学的研究である。隆起線は新枝に向原的に生じ,次第に大きさと数を増し,形は一般に
 横断面で三角形,中央に稜線がある。大きさ,数,形について種特有のものは認められなかったが,
 ただ,バッコヤナギで梯形に近いものがあり,この形は従来欧米産のものでは知られていない。ま
 た普通は分離独在しているが,バッコヤナギなどで密集しているものがある。
 発生位置は節間部で第一木部のや㌧斜めに向い合ったところであるとの報告があるが,真正面の
 位置にも生じること,節部では側葉隙,又は枝隙の■ヒの隣接する2つの第一期木部間に向い合うと
 ころにも生じること,発生位置が違っても,形状や大きさに差がないこと,構成する木部要素の種
 類,配列などは他の木部と変りがなく,ただ導管は直径が小さくなることなどが判った。さらに,
 隆起線が形成されると,それに接する形成層の外側に典型的な第二期師部要素の代りに小型で扁平
 な細胞が・切り出され分裂組織的な柔細胞塊が作られ,これは樹上の枝では不定根の原基にならない
 が,雑種では再び細胞分裂が起り秋迄に不定根原基になるが,隆起線の存在するものでは不定根と
 して発達するのは極めて難かしいが,存在しないものでは容易であること,これら二者間の雑種で
 は隆起線が生じ不定根の発生も容易であることから,隆起線の存在が不定根の発達に影響があるも
 のと推定した。
 隆起線の外側の樹皮の表面は予想に反し,内方に沈下した細長い底平な溝を生じ隆起線の発達に
 伴ない顕著になる。これは隆起線の外側はじん皮繊維が形成されないためであるとの報告があるが,
 じん皮繊維のみならず正常な第二期師部が発達せず,その代りに前述の特殊な柔組織が形成され,
 他の部の第二期師部が年々増し肥大するのにその部は追いつかず溝を生ずるに至ると考えた。
 次に,隆起線の認められないものの材表面に隆起線類似の小突起があることがある。これの発生
 位置は概ね節部に限られること以外は隆起線と同様であり,外側に柔細胞組織が形成されることも
 同様であるので両者は相同の組織であると考えた。ただ類似小突起では新枝に形成されてから以後
 の成長が殆んどないので両者は大きさや数が著しく違うことが認められた。
 以上,本論文はヤナギ科植物,ヤナギ属の隆起線に関して多くの知見を加え,その寄与する所は
 大であり,また自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してい
 る。よって小倉英男提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認めた。
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